
筑
後
川
下
流
雫
野
の
閉
登

（
下
）

米
　
倉

二
　
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
此
の
章
に
於
て
我
々
は
、
上
述
の
如
き
農
業
地
域
の
擬
大
に
件
ひ
て
、
漸
次
李
下
に
展
開
七
て
行
っ
た
聚
落
の
獲
達

を
論
じ
以
て
李
野
開
狡
の
次
第
を
更
に
明
ら
か
に
し
海
い
と
思
ふ
。

　
本
李
野
最
初
の
開
拓
を
示
す
條
里
制
の
施
行
せ
ら
れ
し
地
域
に
あ
り
て
は
、
聚
落
も
亦
當
時
の
村
落
制
に
よ
っ
て
、

設
定
せ
ら
れ
し
も
の
な
る
べ
く
、
今
樹
里
が
字
と
し
て
用
ひ
ら
る
、
も
の
多
数
存
在
し
て
み
る
。
例
へ
ば
騨
埼
町
附
近
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の
野
目
ヶ
里
、
曾
根
ヶ
里
、
騨
ヶ
里
等
の
如
く
で
あ
る
。
之
等
の
里
は
、
大
化
改
新
に
於
け
る
、
五
十
戸
を
以
て
一
里
と

な
し
た
も
の
が
郷
と
改
灘
せ
ら
れ
て
、
更
に
、
郷
の
下
に
認
め
ら
れ
だ
、
聚
落
の
最
小
軍
位
と
し
て
の
里
で
あ
る
。
本

地
域
の
筑
後
川
以
東
は
肥
前
風
土
記
に
於
け
る
三
根
、
帥
埼
、
佐
嘉
、
三
郡
の
地
で
あ
り
、
そ
の
聚
落
数
は
各
々
郷
陸

忍
言
十
七
騒
壼
所
、
郷
随
所
里
二
十
六
膵
壼
所
寺
隠
所
、
郷
陸
所
里
十
九
騨
萱
所
寺
萱
所
で
あ
っ
て
卒
均
里
三
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

蝋
郷
を
形
成
し
て
居
た
理
で
あ
る
。
肥
前
風
土
記
が
奈
良
朝
の
編
纂
に
な
る
事
は
諸
家
の
研
究
の
一
致
す
る
庭
で
あ

る
。
今
、
五
十
芦
一
郷
の
制
が
、
當
時
に
あ
り
て
は
、
輩
に
法
文
と
し
て
止
ま
ら
す
、
面
識
に
行
は
れ
た
も
の
と
す
ろ

　
　
　
　
筑
後
班
下
流
學
野
の
開
嚢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
艦
　
第
二
號
　
　
…
八
五
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筑
後
揖
下
流
玉
野
の
捌
手
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
魯
　
第
二
號
　
　
　
一
八
六

な
ら
ば
、
一
里
の
肢
着
せ
る
戸
薮
は
李
書
起
二
十
で
あ
っ
た
事
と
な
る
。
之
は
里
を
辮
す
る
聚
落
の
現
況
よ
り
み
て
略

論
當
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。
聚
落
の
型
態
は
長
方
形
若
く
は
方
形
で
あ
っ
て
、
割
合
に
整
然
た
る
宅

地
匠
劃
を
な
し
、
概
ね
北
部
に
紳
就
を
設
け
、
又
緯
ら
す
に
堀
を
以
て
し
て
み
る
。
而
し
て
、
略
同
大
の
聚
落
が
略
同

｝
の
距
離
間
隔
を
保
っ
て
分
布
さ
れ
て
る
る
。
之
等
の
聚
落
景
の
諸
特
長
は
、
近
畿
の
諸
忍
野
に
見
ら
る
、
小
川
博
士

　
　
　
分

の
所
謂
垣
内
式
村
落
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
斯
か
る
景
槻
の
類
似
は
、
膚
然
環
境
の
縮
似
た
る
事
よ
り
起
る
は
勿
論
、
之

等
の
楽
落
が
條
里
制
な
る
一
つ
の
農
村
計
書
の
下
に
、
入
念
的
に
設
定
せ
ら
れ
た
も
の
な
る
事
に
超
浴
す
る
虚
が
大
で

あ
る
と
思
ふ
。
斯
く
の
如
き
型
式
の
村
落
を
呼
ぶ
名
と
し
て
は
、
そ
の
語
意
に
益
し
て
異
義
多
き
垣
内
に
代
ゆ
る
に
、

聚
落
の
成
立
從
っ
て
そ
の
型
態
を
零
し
篠
睾
以
て
す
桑
一
書
で
め
・
。
小
川
博
士
も
既
に
提
唱
せ
ら
働

れ
し
如
く
、
斯
か
る
聚
落
は
そ
の
成
立
上
、
條
書
式
村
落
と
欝
す
べ
く
、
そ
の
型
式
上
石
橋
博
士
の
所
謂
格
村
と
辮
す

べ
き
で
あ
ら
う
。
下
色
町
附
近
の
條
里
式
村
落
に
就
い
て
は
、
街
稿
を
改
め
て
詳
撰
し
た
い
と
思
ふ
Q

　
筑
後
川
左
岸
な
る
筑
後
に
於
て
も
條
里
制
は
實
施
せ
ら
れ
た
様
で
あ
る
。
而
し
な
が
ら
、
本
地
域
内
な
る
三
瀦
、
山

門
爾
郡
の
地
は
筑
後
川
の
氾
濫
を
常
に
蒙
っ
た
低
線
聖
母
で
あ
り
、
往
時
、
聚
落
は
屡
々
流
失
消
滅
の
災
に
遭
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
の

思
は
れ
、
條
里
式
村
落
は
今
日
之
を
認
む
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
天
慶
年
間
上
録
せ
ら
れ
た
る
筑
後
國
紳
名
帳
に
よ
れ

ば
、
本
地
域
の
大
部
分
を
占
む
る
三
瀦
郡
の
み
に
て
六
十
二
祇
を
爆
げ
て
る
る
。
楽
落
の
総
数
も
恐
ら
く
、
こ
の
数
に

近
か
っ
た
事
で
あ
ら
う
Q
、
和
名
類
聚
抄
に
、
就
い
て
見
る
に
肥
前
風
土
記
に
比
し
て
遙
か
に
号
数
の
減
少
せ
る
は
、
前



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

者
に
敏
脱
あ
る
爲
か
郷
の
内
容
が
墾
化
し
た
爲
と
思
は
れ
る
。
現
在
そ
の
位
澄
を
推
定
し
得
る
も
の
十
六
郷
に
達
す
る

の
で
、
略
當
時
に
於
け
る
聚
落
の
分
布
を
知
る
事
が
で
き
る
。
帥
ち
上
は
五
米
等
高
線
以
上
の
、
洪
積
暦
の
丘
陵
、
山

麓
に
所
在
す
る
先
史
以
來
の
聚
落
よ
り
、
下
は
現
奉
野
の
路
中
央
部
に
泡
及
ん
で
み
る
。
聚
落
の
総
数
よ
り
考
ふ
る
も

こ
の
地
域
内
の
二
野
の
開
獲
は
既
に
中
古
に
あ
っ
て
除
程
…
進
展
し
て
み
た
と
言
は
ね
ば
な
ら
澱
。

　
下
っ
て
、
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
李
野
開
獲
の
駅
態
は
、
佐
賀
文
書
姦
曲
牧
の
諸
文
書
に
よ
っ
て
、
伺
ふ
事
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

る
。
今
、
之
に
就
い
て
肥
前
紳
埼
荘
の
郷
里
を
拾
へ
ば
十
郷
三
十
瓦
書
を
得
る
。
構
こ
の
他
に
里
と
歯
せ
ざ
る
も
の
数

村
あ
り
、
中
四
ヶ
村
は
加
納
又
は
用
作
と
呼
ば
れ
、
．
荘
園
の
籏
大
に
件
っ
て
獲
生
し
た
聚
落
で
あ
る
事
が
明
ら
か
で
あ

・
。
篤
し
當
輩
肥
前
軽
燥
の
露
郡
面
に
亙
っ
た
も
の
で
、
奈
良
時
代
既
に
九
二
二
＋
童
を
鋒
し
て
あ

る
Q
從
っ
て
、
鎌
倉
時
代
に
至
る
、
楽
落
の
増
加
は
極
め
て
僅
少
で
あ
っ
た
理
で
あ
る
。
之
は
、
紳
埼
郡
が
、
古
代
に

於
て
既
に
三
根
郡
を
分
つ
た
程
に
開
拓
が
進
ん
で
み
た
結
果
に
他
な
ら
ざ
る
べ
く
、
本
李
野
の
勲
爵
は
、
、
更
に
、
囁
南
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

地
域
に
於
て
盛
ん
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
師
ち
こ
の
方
面
に
多
く
見
ら
る
、
古
賀
な
る
聚
落
は
塞
閑
と
同
じ
く
荒
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

の
新
開
獲
村
で
あ
り
、
牟
田
は
前
述
の
如
く
沼
澤
性
線
田
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
、
之
等
は
何
れ
も
荘
園
の
登
展

時
代
に
な
っ
た
も
の
と
思
ふ
。
斯
く
し
て
獲
生
し
た
、
荘
園
聚
落
は
多
く
は
荘
、
村
、
等
と
呼
ば
れ
、
奇
道
の
郷
里
と

共
に
行
は
れ
π
よ
う
で
あ
る
ゆ

　
準
安
朝
末
節
來
荘
園
の
實
力
は
漸
次
諸
小
豪
族
の
手
に
羨
し
つ
、
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
所
領
は
多
く
何
々
の

　
　
　
　
筑
後
川
下
流
肺
野
の
関
…
獲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
七
巻
　
第
二
號
　
　
一
入
七



　
　
　
　
筑
後
川
下
流
挙
籔
の
開
遊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纂
や
七
巷
　
第
二
號
　
　
一
入
入

名
と
欝
せ
ら
れ
た
。
例
へ
ば
、
市
九
、
松
九
、
等
の
如
く
、
人
名
を
冠
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
主
と
し
て
末
吉
、
禰
盤

富
吉
、
恒
松
等
の
如
く
、
土
地
の
豊
饒
と
そ
の
永
遠
の
繁
榮
と
を
意
味
す
る
佳
繕
を
用
ひ
て
み
る
も
の
が
多
い
。
（
龍
造

寺
文
書
、
光
浄
寺
文
書
）
，
斯
か
る
例
は
近
世
以
後
の
新
田
に
曾
て
も
見
ら
る
、
威
で
、
之
等
の
諸
名
は
當
時
に
於
け
る

新
開
地
で
あ
っ
た
事
を
物
語
る
も
の
と
思
ふ
Q
此
慮
に
登
生
し
た
村
落
も
、
そ
の
名
繕
を
塾
し
た
も
の
で
、
今
日
迄
傳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勒

は
つ
て
み
る
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
、
混
雑
を
避
け
る
爲
か
、
そ
の
後
改
欝
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
而
し
て
王
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功

時
代
荘
園
の
封
建
的
所
領
へ
の
攣
革
の
課
程
に
於
て
、
行
は
れ
た
塵
の
下
地
均
分
（
折
中
）
は
、
當
時
に
於
け
る
所
領
の

諸
子
分
配
の
制
と
相
待
っ
て
、
荘
園
の
驚
く
べ
き
地
域
的
分
劉
を
實
現
し
だ
も
の
で
あ
り
、
潤
て
、
こ
の
事
は
、
從
來

の
荘
園
聚
落
の
分
裂
を
惹
き
起
す
べ
き
動
機
と
な
っ
た
と
思
ふ
。
例
へ
ば
、
甲
ノ
馬
手
、
乙
ノ
馬
手
、
丙
ノ
太
田
、
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

ノ
太
田
、
東
古
賀
、
西
古
賀
、
北
矢
賀
部
、
申
矢
賀
部
、
南
矢
賀
部
、
上
入
院
，
中
入
院
、
下
入
院
等
に
於
て
見
る
如

く
、
一
つ
の
聚
落
が
、
或
ひ
は
甲
乙
丁
丁
、
或
ひ
は
東
西
南
北
、
或
ひ
は
上
中
下
等
を
冠
し
て
．
分
裂
増
殖
し
把
例
が

本
李
野
に
於
て
、
非
常
に
多
く
認
め
ら
れ
る
。
之
等
の
一
部
は
既
に
古
代
に
於
け
る
聚
落
の
分
置
に
依
る
も
の
で
あ
る

ら
し
く
、
又
一
部
は
近
世
以
後
の
荒
野
干
潟
の
開
襲
に
係
は
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
實
に
、
鎌
倉
時
代
よ

り
足
利
初
期
に
亙
る
荘
園
分
罰
時
代
に
胚
胎
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
ふ
。
斯
く
の
如
き
は
猫
う
、
筑
後
川
下
流
季
野
の
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

異
現
象
で
は
な
く
、
例
へ
ば
豊
後
國
大
野
荘
、
紀
難
平
木
本
荘
等
に
於
て
も
伺
は
れ
た
事
實
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
は
全

國
に
亙
っ
て
普
遍
的
に
行
は
れ
た
現
象
で
あ
ら
う
。
實
に
毒
心
は
我
事
聚
落
登
達
聖
上
一
時
期
を
劃
せ
る
時
代
で
あ
る

（30）



と
云
ふ
も
過
言
で
は
無
か
ら
う
と
思
ふ
。

、
而
ら
ば
、
斯
く
の
如
く
し
て
展
開
し
て
行
っ
た
中
世
楽
落
は
、
如
何
な
る
型
式
を
有
し
た
で
あ
ら
う
か
。
本
三
野
の

膚
然
環
境
に
於
て
、
聚
落
の
形
成
に
謝
し
て
、
決
定
的
影
響
を
及
す
慮
の
も
の
は
、
既
に
前
述
せ
る
如
く
、
雫
野
の
沖

積
極
め
て
新
ら
し
き
爲
に
、
土
地
は
概
ね
低
湿
…
で
あ
る
事
、
且
叉
地
暦
の
上
部
は
有
機
質
に
富
み
、
往
時
の
難
井
術
を

以
て
し
て
は
、
地
下
深
部
の
良
質
な
る
帯
水
層
に
到
達
す
る
事
不
可
能
な
り
し
爲
、
飲
料
水
は
之
を
地
上
水
に
仰
ぐ
の

他
な
か
っ
た
事
で
あ
る
Q
此
慮
に
立
て
か
、
多
く
の
民
家
は
、
宅
地
を
高
燥
な
ら
し
む
る
爲
と
、
飲
料
水
を
手
近
か
に

備
へ
置
く
事
の
必
要
よ
り
、
常
に
溝
渠
を
掘
馨
し
て
、
そ
の
掘
上
土
を
以
て
宅
地
を
高
む
る
と
共
に
、
掘
跡
に
は
天
水

を
溜
め
、
或
ひ
は
河
川
水
を
導
入
し
來
り
て
、
飲
用
に
供
し
た
と
思
は
れ
る
。
彌
し
て
、
稲
城
の
瀧
會
は
初
期
封
建
の

そ
れ
で
あ
っ
て
、
聚
落
の
統
制
は
土
着
豪
族
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
中
世
聚
落
が
之
等
土
豪
の
居
館

を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
た
で
あ
ら
う
事
は
想
像
に
難
く
な
し
。
當
時
の
獲
生
に
係
は
る
聚
落
の
多
く
が
、
そ
の
中
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
に
當
り
て
、
館
若
く
は
屋
敷
と
総
し
て
、
溝
渠
に
圏
綾
さ
れ
た
る
地
墨
を
今
侮
存
す

　
　
　
　
　
　
　
，
滞
麻
　
薩

　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
る
は
、
薗
ち
そ
の
遺
跡
で
あ
ら
う
。
而
し
て
．
こ
の
館
に
於
け
る
溝
渠
は
、
飲
用
の
他

　
　
　
　
　
第
鳥

　
　
　
　
　
九
　
に
要
害
と
し
て
の
意
義
が
彿
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
、
中
世
の
胤
會
不

　
　
　
　
　
一
妓

　
　
　
　
　
罎
　
安
の
虚
血
と
共
に
強
く
な
っ
て
行
っ
た
で
あ
ら
う
。
か
く
て
溝
渠
は
畢
に
館
の
守
り
に

　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
止
ま
ら
す
、
鷹
て
聚
落
全
盤
の
保
護
の
爲
に
、
既
存
の
飲
用
骨
盤
用
溝
渠
が
籏
大
連
結

筑
後
…
川
下
漉
単
野
の
聞
獲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
二
竸
　
　
　
一
八
九

（3i）



　
　
　
　
筑
後
川
下
流
二
野
の
開
港
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
二
號
　
　
　
一
九
〇

せ
ら
れ
て
聚
落
を
園
圃
す
る
、
壮
大
な
る
環
濠
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
と
思
ふ
。
殊
に
戦
國
時
代
に
於
て
は
、
李
野
の

豪
族
は
、
他
に
何
等
遡
る
べ
き
地
の
利
な
き
爲
に
、
皆
そ
の
根
膿
地
に
数
週
の
要
害
濠
を
掘
馨
し
て
、
外
敵
に
備
ふ
る

し
て
行
っ
た
事
に
よ
る
と
思
ふ
。
層
爾
聚
落
の
立
地
に
面
す
る
重
要
な
る
規
定
因
子
と
し
て
の
飲
料
水
は
、

り
て
は
、
之
を
溝
渠
に
仰
ぐ
を
以
て
、

た
事
も
輿
か
つ
て
力
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

件
で
あ
る
。
許
し
な
が
ら
、
そ
の
影
響
す
る
慮
は
、

て
は
、
二
時
に
あ
り
て
は
左
程
重
覗
す
べ
き
も
の
は
な
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。
故
に
、

　
　
事
と
な
っ
た
。
當
時
に
於
け
る
之
等
李
城
の
遺
跡
は
、
李
野
中
随
庭
に
存
在
．

蜘過
零
し
今
省
城
濠
の
悌
を
傳
へ
て
る
る
。
斯
く
て
、
本
桐
野
に
廣
く
分
布
し
て
、

　
十
標
式
的
な
特
異
愚
意
を
呈
す
る
、
堀
を
続
ら
せ
る
漿
落
の
多
く
は
、
そ
の
成

　
岡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
生
立
上
、
小
野
武
夫
搏
士
の
所
謂
豪
族
屋
敷
村
で
あ
り
、
そ
の
型
式
上
、
牧
野

猫　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6

　
灘
信
之
助
氏
の
所
謂
環
濠
部
落
と
聡
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
代
に
形

畿
せ
ら
れ
た
も
の
患
ふ
・
奪
の
毒
聚
落
馬
指
の
喬
に
亙
を
偶

。
魁
略
，
均
一
的
な
分
布
晶
相
を
示
し
て
み
る
。
之
は
、
本
割
野
の
地
形
地
質
を
始

　
　
め
と
し
て
、
膚
然
環
境
の
M
襟
回
の
爲
に
、
李
野
の
勧
懲
も
亦
同
様
に
進
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
工
野
に
あ

　
良
質
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
飲
料
に
資
す
べ
き
水
は
随
意
随
庭
に
求
め
得
ら
れ

　
　
　
こ
の
他
、
當
時
の
交
通
路
も
聚
落
立
地
の
考
察
上
見
落
す
べ
か
ら
ざ
る
要

　
　
　
　
　
　
都
邑
的
漿
落
の
分
布
に
於
て
決
定
的
で
あ
る
が
、
農
村
聚
落
に
醤
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
稿
に
於
て
は
、
二
本
李
野
の



陸
上
交
通
路
は
溝
渠
に
障
碍
せ
ら
れ
て
甚
し
く
襲
達
渥
れ
、
交
通
は
古
尊
墨
と
し
て
水
運
に
よ
っ
た
も
の
で
み
り
、
李

野
に
於
け
る
小
都
邑
の
多
く
は
河
津
と
し
て
成
長
し
て
來
だ
も
の
な
る
事
を
云
ふ
に
止
め
、
之
等
に
思
し
て
は
術
稿
を

新
に
し
て
述
べ
る
事
に
す
る
。

　
近
世
初
頭
に
於
け
る
李
野
の
開
機
は
、
前
述
の
如
く
劃
時
代
的
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
意
義
は
、
新
地
の
開
拓

　　　圖一十第
（道井犬）落聚の域地顔開海瀕

ば
百
四
十
七
ヶ
村
と
な
っ
て
居
る
。
之
に
於
け
る
聚
落
の
増
加
は
、

と
柳
川
往
還
浴
線
の
街
道
町
の
登
達
で
あ
っ
て
、
他
の
一
般
聚
落
は
最
早
静
止
の
常
態
に
あ
っ
π
よ
う
で
あ
る
。
帥
ち
、

潮
時
に
於
て
本
母
野
の
聚
落
は
肚
年
期
の
段
階
に
達
し
た
と
云
ふ
事
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
近
世
聚
落
の
型
式
と
し
て

　
　
　
　
筑
後
川
下
流
亭
野
の
開
獲
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
二
號
　
　
　
一
九
一

よ
り
も
既
存
耕
地
の
土
地
改
良
を
翻
し
た
事
に
重
要

性
を
認
め
ね
ば
な
ら
漁
。
帥
ち
、
灌
概
排
水
設
備
の

完
成
は
、
不
野
の
全
面
に
亙
る
水
田
の
生
産
力
を
向

上
せ
し
め
た
で
あ
ら
う
し
、
之
は
鞭
て
前
時
代
に
胚

胎
し
た
多
く
の
聚
落
の
人
講
壇
加
を
離
し
、
内
容
の

充
實
と
な
っ
て
現
は
れ
た
で
あ
ら
う
。
慶
長
九
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功

於
け
る
筑
後
國
三
瀦
郡
の
村
数
は
百
三
十
五
ヶ
村
で
，

あ
っ
た
。
而
し
て
元
腺
十
四
年
の
筑
後
國
圖
に
よ
れ

　
筑
後
川
沿
岸
三
角
洲
及
海
岸
の
干
潟
の
新
開
登
村

（33）



「

　
　
　
　
筑
後
川
下
洗
李
野
の
開
嚢
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
二
號
　
　
】
九
二

特
長
的
な
る
も
の
は
、
、
干
拓
地
に
於
け
る
所
謂
開
登
新
田
村
の
そ
れ
で
あ
る
。
蓋
、
干
拓
の
潮
留
堤
塘
は
、
低
灘
地

に
於
け
る
最
上
の
交
通
路
と
な
る
の
で
、
聚
落
は
、
之
に
浩
ひ
て
目
然
に
街
村
の
型
式
を
と
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
柳

川
町
南
方
の
言
開
村
の
諸
聚
落
の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
登
達
せ
る
も
の
は
、
佐
賀
市
南
部
の
大
野
、
住
吉
等
の
如
く
、

渠開道水上奮の市賀佐　圃二十第

し
得
た
と
思
ふ
Q
約
言
す
れ
ば
、
村
落
の
展
開
は
農
業
地
域
の
籏
大
に
從
っ
て
起
つ
た
も
の
で
、

に
奈
良
朝
時
代
相
當
の
聚
落
が
あ
っ
だ
。
而
し
て
李
安
朝
に
予
て
は
更
に
多
く
の
荘
園
聚
落
が
現
れ
黙
り
、
之
等
は
鎌

倉
よ
り
足
利
期
に
亙
る
荘
園
の
封
建
的
所
領
へ
の
凝
質
時
代
に
於
て
、
分
裂
作
用
を
起
し
て
多
く
の
聚
落
核
乏
な
っ
た

更
に
李
行
路
を
増
早
し
て
二
線
と
な
う
、
東
方
の
犬
井
疸
に
至
っ
て
は
…
逐
に

市
街
状
を
な
せ
る
を
見
る
。
筑
後
川
沼
岸
に
於
て
も
、
堤
防
は
同
様
の
原
因

に
よ
っ
て
聚
落
の
立
地
を
規
定
し
て
み
る
。
而
し
て
之
等
の
騰
落
も
亦
溝
渠

を
伶
ふ
の
で
あ
る
。
溝
渠
は
、
最
早
要
害
で
あ
る
必
要
は
無
く
な
っ
た
爲
に

一
般
に
小
規
模
で
あ
り
、
民
家
列
の
前
面
若
く
は
背
面
に
、
　
一
直
線
を
な
し

て
み
る
も
の
が
多
い
。
税
し
低
湿
…
地
方
に
至
る
程
、
地
下
水
不
良
に
し
て
飲

用
水
源
と
し
て
の
溝
渠
は
聚
落
に
と
り
敏
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　
以
上
を
以
て
、
我
々
は
略
、
本
下
野
に
於
け
る
農
村
聚
落
の
登
達
を
管
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
星
野
に
於
て
は
既

（34）

’



斯
く
て
近
世
以
後
そ
れ
等
の
幼
年
期
楽
落
が
内
容
の
充
書
を
見
て
今
日
に
至
っ
て
み
る
の
で
あ
る
Q

　
玉
野
の
欝
欝
環
境
に
支
配
せ
ら
れ
て
、
水
田
が
灌
概
排
水
器
溝
渠
を
伸
つ
π
如
く
、
聚
落
も
亦
飲
用
水
源
と
し
て
の

溝
渠
を
必
要
と
し
た
。
而
し
て
準
野
住
民
の
経
験
し
た
各
時
代
の
証
會
状
態
は
溝
渠
の
上
に
も
投
影
せ
ら
れ
て
、
本
卒

去
め
特
異
な
る
種
々
の
溝
渠
が
展
開
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
強
力
な
る
中
央
集
樺
を
行
は
ん
と
し
た
、

奈
良
朝
の
郡
縣
制
度
の
時
代
に
於
て
は
、
李
野
の
野
面
が
統
一
的
な
條
里
制
に
よ
っ
て
行
は
れ
π
爲
に
、
灌
概
溝
渠
は

幾
何
學
的
正
確
さ
を
以
て
配
遣
せ
ら
れ
」
こ
の
中
に
設
定
せ
ら
れ
た
條
里
式
聚
落
に
於
て
は
、
小
川
博
士
の
意
味
せ
ら

る
、
如
き
垣
内
を
な
し
淀
溝
渠
が
現
れ
た
で
あ
ら
う
。
荘
園
時
代
に
入
る
や
、
前
代
の
劃
一
主
義
は
破
れ
、
溝
渠
は
、

　
　
　
糊
貌
　
・
　
　
．
　
そ
の
沓
に
於
け
る
桑
蓬
於
け
、
と
を
問
箏
、
極
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
　
’
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謬

　
　
　
　
筑
後
川
下
流
亭
野
の
開
獲

魎比三百者用欽水国濠池　騒三十第

て
不
規
鋼
な
も
の
と
な
っ
た
で
あ
ら
う
し
、
臆
て
封
建
就
會

と
な
り
、
世
情
騒
然
π
る
に
及
ん
で
は
、
溝
渠
の
障
碍
性
が

大
い
に
強
調
せ
ら
れ
、
水
田
の
溝
渠
は
外
敵
侵
入
を
防
ぐ
べ

き
第
一
線
と
な
り
、
聚
落
は
環
濠
に
よ
っ
て
守
ら
る
、
事
と

な
つ
だ
。
近
世
以
後
に
於
け
る
干
潟
の
大
規
模
干
拓
に
於
て

は
、
房
戸
つ
の
統
、
一
的
計
書
の
下
に
、
水
田
の
溝
渠
も
聚
落

の
そ
れ
も
螢
ま
れ
淀
も
の
で
あ
る
。
溝
渠
の
、
之
等
の
あ
ち
」

　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
二
魏
　
　
　
一
九
三

（多5）



　
　
　
　
筑
後
川
下
流
二
野
の
開
獲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ナ
七
巻
　
第
二
號
　
　
一
九
四

ゆ
る
時
代
の
斌
會
的
謹
呈
を
貫
い
て
、
そ
の
根
底
に
あ
っ
て
鍵
ら
な
か
っ
た
慮
の
存
在
意
義
は
、
實
に
歓
料
並
に
灌
排

水
用
と
し
て
の
必
要
で
あ
っ
淀
。
之
は
李
野
住
民
が
生
存
し
、
生
産
を
行
ふ
上
に
敏
く
べ
か
ら
ざ
る
根
本
的
要
件
で
あ

り
、
之
を
溝
渠
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
充
足
せ
し
め
ん
爲
に
は
、
人
類
技
術
の
劃
期
的
進
歩
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る

十
三
圖
は
、
佐
賀
縣
衛
生
試
験
場
の
大
正
十
五
年
度
の
調
査
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
以
て
溝
渠
が
楽
落
に
と
り
現
在
に

於
て
も
爾
如
何
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
か
を
伺
ふ
事
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。

（3）　（2）　（1（6） （5）　（4）〈7）

第
四
圖
墾
照

疑
本
纒
濟
吏
の
研
究
下
憲
　
内
田
銀
藏
…
博
士
　
一
五
四
頁
以
下

肥
前
堅
記
に
就
い
て
餐
地
理
五
夫
攣
一
帯
井
上
漿
博
士
　
　
　
　
働

肥
前
風
土
記
の
研
究
　
松
尾
頑
作
氏

入
文
地
理
學
研
究
　
小
川
琢
治
博
士
　
五
三
頁
　
二
五
二
頁

績
群
書
類
從
　
第
三
輯
　
騨
祇
部

第
一
圖
参
照
、
郷
の
推
定
は
、
糸
山
氏
肥
前
風
土
記
纂
註
、
松
尾
氏
肥
前
風
土
記
の
研
究
、
大
宰
管
内
志
、
三

瀦
郡
誌
等
に
よ
る
。
筑
後
の
矢
部
川
上
流
五
米
等
高
線
附
近
に
、
西
岸
に
鷹
尾
、
東
岸
に
大
江
の
爾
郷
あ
り
地

圖
に
は
漏
脱
す
。
古
墳
貝
塚
等
の
先
史
遣
蹟
は
前
記
松
尾
顧
作
氏
に
負
ふ
。

主
と
し
て
、
束
妙
寺
文
書
、
弘
安
四
年
蒙
古
合
職
勲
功
賞
肥
前
連
射
庄
配
分
事
に
よ
る
o



（11）　（10）　（9）　（8＞・（12）（17＞　（16）　（15）　（14）　（13）

倒
叙
日
本
吏
　
鎌
倉
幕
府
編
　
吉
田
束
伍
博
士
　
＝
二
頁

前
掲
、
歴
世
古
文
書
に
田
畑
屋
敷
牟
田
荒
野
等
と
言
は
れ
、
牟
田
と
荒
野
を
匿
別
し
て
み
る
。

光
浄
寺
文
書
に
、
元
安
松
名
近
年
號
藤
木
と
あ
る
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

歴
世
古
文
書
、
筑
後
園
三
軸
蕪
木
室
村
北
分
内
田
地
事
。
（
中
略
）
難
件
地
者
、
領
家
地
頭
折
中
之
間
、
領
尿
御

進
止
分
野
、
但
此
村
者
、
南
北
共
、
去
元
享
元
年
錐
被
定
置
鷲
尾
金
山
院
鋲
守
新
春
日
還
御
供
料
所
云
々
と
あ

り
。
之
に
よ
り
て
折
中
の
行
は
れ
て
る
た
事
を
知
る
と
共
に
木
室
村
が
南
北
に
分
れ
て
み
た
事
を
知
る
事
が
で

き
る
Q
現
在
中
木
室
、
本
木
室
村
あ
り
。

歴
世
古
文
書
、
（
前
略
）
當
國
三
冠
荘
入
院
村
中
分
一
方
（
領
家
方
）
云
々
。
此
慮
に
云
ふ
入
院
村
中
分
は
、
即
ち
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

中
入
院
の
起
源
で
あ
ら
う
。

庄
園
村
落
の
封
建
的
知
行
　
年
三
と
地
理
　
二
十
六
窓
　
牧
健
二
氏

東
大
寺
領
木
本
荘
　
歴
更
と
地
理
　
二
十
九
憲
　
西
岡
虎
之
助
氏

日
本
村
落
史
考
　
小
野
武
夫
博
士

散
居
並
に
環
濠
部
落
に
つ
い
て
　
歴
史
と
地
理
　
第
二
十
七
懇
一
、
二
、
三

筑
後
地
鑑
に
回
る
Q

　
　
　
　
　
四

　
筑
後
川
下
流
雁
野
の
開
獲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
二
號
　
　
一
九
五



　
　
　
　
筑
後
川
門
下
流
瀬
野
の
關
閉
脚
獲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轄
鮒
ふ
…
七
巻
　
　
第
二
號
　
　
　
一
九
点
ハ

　
筑
後
川
下
流
蒲
魚
の
開
登
に
、
必
然
的
に
俘
ひ
て
起
れ
る
数
多
の
溝
渠
は
、
密
度
大
な
る
地
域
に
あ
り
て
は
、
水
田

面
積
の
二
割
に
達
し
、
鴬
野
景
観
の
支
配
的
要
素
を
な
し
て
み
る
。
我
々
は
此
の
溝
渠
の
將
來
を
論
じ
て
本
稿
を
結
び

た
い
と
思
ふ
。
溝
渠
掘
盤
の
意
義
は
灌
概
、
排
水
、
飲
用
、
防
禦
用
に
あ
っ
た
事
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
溝

渠
が
今
日
迄
、
維
持
さ
れ
凍
り
し
原
因
に
は
、
今
一
つ
を
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
Q
そ
れ
は
、
盗
賊
の
溝
渠
が
登
生
極
め
て

古
き
爲
、
岸
に
は
蕊
荻
叢
生
し
、
水
面
に
は
水
中
植
物
群
生
し
て
、
そ
れ
等
の
枯
死
せ
る
も
の
は
、
溝
渠
の
下
底
に
沈

積
し
て
窒
素
肥
料
分
に
富
む
濃
泥
と
な
る
。
こ
の
濃
泥
は
、
右
來
毎
年
水
落
期
に
掘
り
上
げ
ら
れ
て
水
田
の
肥
料
と
さ

れ
た
事
で
あ
る
。
之
に
よ
り
て
、
溝
渠
は
、
そ
の
水
深
を
維
持
さ
れ
、
或
ひ
は
更
に
深
め
ら
れ
、
護
岸
工
事
な
き
堀
岸

は
窪
し
て
、
塁
は
箏
の
悪
姦
幽
す
・
事
と
な
つ
至
上
は
れ
・
。
耀
而
ら
嘆
肇
の
舞
並
び
に
圃

其
の
維
持
に
關
す
る
、
之
等
の
諸
原
因
が
、
今
後
の
溝
渠
の
存
綾
に
甥
し
て
爾
主
張
さ
る
〉
や
否
や
を
吟
味
し
ゃ
う
Q

　
先
づ
灌
瀧
に
就
い
て
述
べ
ん
に
、
山
麓
よ
り
秦
野
の
五
米
等
高
線
附
近
迄
は
主
と
し
て
慮
然
花
蕊
可
能
に
し
て
、
溝

渠
は
只
導
水
路
の
意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
南
下
す
る
に
從
ひ
溝
渠
は
貯
水
池
的
意
義
を
有
す
る
事
は
前
述
の

如
く
で
あ
る
。
こ
の
黙
、
大
和
、
河
内
芳
野
に
於
け
る
溜
池
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
溜
池
と
な
ら
す
し
て
、
溝

渠
の
型
態
を
、
と
れ
る
所
以
は
、
こ
の
李
野
が
極
め
て
低
滋
な
る
爲
に
排
水
の
必
要
大
に
し
て
、
溝
渠
は
排
水
路
を
粂

得
る
事
と
、
溝
渠
は
干
潟
時
代
の
濡
に
基
く
、
宮
然
叢
生
的
部
分
を
墓
礎
と
し
て
獲
達
し
た
事
に
あ
る
と
思
は
れ
る
。

李
野
の
溝
渠
は
濡
燕
を
始
む
る
時
に
去
り
て
、
近
世
以
來
の
水
利
系
統
に
よ
っ
て
、
一
度
満
水
さ
る
る
に
立
ま
る
。
そ



の
後
は
灌
聖
水
供
給
の
河
川
の
多
く
は
、
山
麓
地
方
水
田
の
自
然
灌
概
に
清
鑑
さ
る
、
を
以
て
、
降
路
の
溝
渠
は
灌
概

期
間
の
水
量
を
充
分
貯
溜
し
得
る
事
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
面
積
深
度
が
極
め
て
風
な
る
事
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
、

而
し
て
、
溝
渠
水
面
は
常
に
水
田
面
よ
り
低
き
爲
、
何
等
か
の
方
法
に
よ
り
、
灌
海
水
の
汲
み
上
げ
が
な
さ
れ
ね
ば
な

鼻
・
佐
藤
蟻
髭
の
地
方
姦
乱
せ
垂
時
は
、
コ
掃
海
、
七
升
許
を
容
・
於
き
板
に
て
、
・
の
開
き
て
底
の

小
さ
き
桶
を
造
り
、
ロ
と
底
の
爾
端
に
縄
目
條
を
つ
け
、
二
人
水
口
の
左
右
に
立
ち
分
れ
、
こ
の
桶
を
投
込
ん
で
は
田

二重車水　圖四十旧

地
へ
刎
上
げ
て
」
灌
賑
せ
る
も
の
で
、
「
仕
馴
れ
ざ
れ
ば
出
來
難
き
業
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

な
り
し
と
言
ふ
。
寛
政
十
二
年
幕
吏
が
此
の
地
を
巡
見
し
て
民
情
に

就
い
て
案
内
の
庄
屋
と
問
答
を
な
し
て
み
る
。

「
一
里
塚
西
側
に
水
車
三
丁
績
け
相
懸
居
候
を
、
水
車
は
こ
な
た
に

　
て
出
來
る
哉
と
御
尋
ね
ら
れ
、
當
領
に
て
出
來
候
由
申
上
候
。
」

「
束
野
ヶ
里
三
本
松
南
に
て
、
作
水
汲
み
居
候
を
御
覧
被
成
、
車
に

　
て
踏
み
候
が
早
く
候
か
、
打
桶
に
て
汲
候
が
早
く
候
か
と
山
鼠
候
爵
、
車
に
て
踏
み
候
が
早
く
御
座
臣
子
申
上
候
。
L

師
ち
之
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
當
時
に
あ
り
τ
は
、
打
桶
と
水
車
と
が
並
び
行
は
れ
て
る
た
の
で
あ
る
。
・
訂
桶
は
、
も
は

や
行
は
れ
ざ
る
も
水
車
は
最
近
迄
李
野
全
般
に
亙
り
て
用
ひ
ら
れ
、
北
部
地
方
は
今
更
之
を
使
用
し
て
み
る
ゆ
旱
天
二

十
日
鯨
に
及
ば
ん
か
、
溝
渠
の
水
位
低
下
す
る
を
以
て
、
前
記
の
問
答
に
あ
る
如
く
、
層
三
壷
乃
至
四
三
の
水
車
を
以
て

　
　
　
　
筑
後
川
下
重
目
の
巽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
＋
七
巻
第
二
貌
　
一
九
七

（39）



　
　
　
　
筑
後
川
下
流
挙
野
の
開
襲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
・
第
二
號
　
　
一
九
入

階
段
的
に
踏
み
上
げ
て
、
辛
う
じ
て
稻
の
枯
死
を
防
ぐ
の
で
あ
る
。
賜
る
に
大
正
二
年
以
後
に
至
り
て
、
筑
後
川
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

流
及
江
湖
よ
り
揚
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
て
、
始
め
て
灌
逆
水
を
補
給
し
得
る
事
と
な
り
、
李
野
の
大
部
分
は
、
相
當
の
旱

プンボ水補と湖江島城　圖五十臥

せ
ら
れ
て
、
一
般
に
溝
渠
よ
り
深
く
、
樹
干
潮
時
に
於
け
る
水
位
の
差
は
甚
だ
大
な
る
を
以
て
、

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
灌
農
期
に
あ
り
て
は
、

非
灌
瀧
期
に
な
れ
ば
、
之
を
開
放
し
て
溝
渠
水
を
放
出
す
る
。
斯
く
て
溝
渠
は
二
、

魑
に
際
呈
す
る
と
も
、
術
常
に
水
車
一
議
に
よ
っ
て
踏
み
上
げ
得
る
事
と
な

っ
た
。
更
に
大
正
十
年
以
後
は
南
部
地
域
に
あ
り
て
は
、
二
、
三
馬
力
の
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分

電
動
機
に
よ
り
、
李
均
五
町
歩
の
水
田
に
溝
渠
よ
り
直
接
揚
水
灌
概
を
な
す

に
至
っ
た
。
斯
く
の
如
く
し
て
、
筑
後
川
水
の
補
給
を
受
け
得
る
地
域
に
あ

り
て
は
、
溝
渠
は
最
早
、
昔
日
の
如
き
著
大
な
る
貯
水
能
力
を
必
要
と
せ
ざ

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
Q

　
次
に
排
水
に
就
き
て
述
べ
ん
に
、
實
に
高
度
五
米
以
下
の
低
線
卒
野
に
於

て
、
水
田
の
殆
ん
ど
全
部
が
裏
作
可
能
な
る
事
は
、
溝
渠
の
排
水
的
利
用
頗

る
大
な
る
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
筑
後
川
下
流
及
準
野
内
部
に
迄
登
達

す
る
江
湖
は
、
潮
汐
の
干
満
に
よ
る
淡
水
の
上
、
下
流
に
よ
り
隔
下
底
掘
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
を
利
用
し
て
排
水

　
　
　
江
湖
及
筑
後
川
に
面
す
る
樋
管
を
閉
鎖
し
て
、
灌
概
水
を
貯
溜
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
米
乃
至
四
、
五
米
も
減
水
し
て

（40）



水
田
の
乾
燥
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
溝
渠
に
洛
ふ
水
田
の
地
盤
が
幅
而
ら
ざ
る
も
の
に
比
し
て
、
一
般
に
高
い
の

は
、
排
水
良
好
な
る
前
者
が
牧
穫
大
な
る
爲
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
排
水
路
と
し
て
の
溝
渠
存
綾
の
必
要
は
將

來
と
難
、
豪
も
墾
化
せ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
。

　
次
に
飲
用
水
と
溝
渠
の
關
係
は
知
何
と
言
ふ
に
、
李
野
の
地
下
水
不
良
に
し
て
、
幼
稚
な
る
難
平
術
を
以
て
し
て
は

，
良
質
の
帯
水
履
に
華
墨
す
る
事
不
可
能
な
b
し
爲
に
、
飲
料
水
は
灘
く
溝
渠
に
之
を
求
め
て
來
た
事
は
上
述
の
如
く
で
・

あ
る
が
、
こ
の
二
、
三
十
年
來
上
総
掘
り
が
用
ひ
ら
る
、
事
と
な
り
、
始
め
て
、
飲
料
に
適
す
る
井
戸
を
得
る
事
が
可

能
と
な
り
、
漸
次
普
及
の
形
勢
に
あ
る
。
然
れ
ど
も
眞
に
良
質
な
る
も
の
は
南
部
地
域
に
獲
て
は
甚
だ
得
難
く
、
多
く

は
只
衛
生
上
堀
の
水
を
飲
む
に
勝
る
程
度
の
も
の
が
多
い
。
、
佐
賀
市
及
腰
川
町
に
於
て
は
最
近
千
尺
に
蓬
す
る
難
井
を
　
b

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

行
ひ
、
以
て
水
滋
の
水
源
井
と
し
た
が
、
水
質
何
れ
も
不
良
で
あ
る
。
斯
く
て
飲
用
水
用
と
し
て
の
溝
渠
の
意
義
は
、

漸
次
失
は
れ
ん
と
は
し
て
み
る
が
、
爾
一
般
の
使
用
に
は
溝
渠
は
甚
だ
便
利
な
る
を
以
て
、
衛
生
上
の
危
瞼
に
も
拘
ら

す
今
後
急
激
に
埋
立
を
見
る
が
如
き
事
は
先
づ
無
い
と
思
は
れ
る
。

　
溝
渠
の
障
害
性
は
現
代
に
潤
て
は
何
等
の
意
義
を
有
し
な
い
け
れ
ど
も
、
一
度
掘
難
せ
ら
れ
た
要
害
的
溝
渠
は
、
多

く
は
そ
の
意
義
を
養
化
し
て
、
或
ひ
は
新
鮮
水
域
と
し
て
、
或
ひ
は
飲
料
水
野
と
し
て
今
日
愚
存
績
さ
れ
來
っ
て
み
る

の
で
あ
る
か
ら
、
將
來
と
錐
も
亦
同
様
で
あ
ら
う
。
　
　
　
、

　
只
濃
墨
の
掘
上
げ
に
至
っ
て
は
、
近
時
農
業
経
螢
の
…
進
歩
の
爲
に
、
金
肥
の
使
用
盛
ん
と
な
り
、
漸
次
行
は
れ
ざ
る

　
　
　
　
筑
後
川
下
流
挙
野
の
開
道
　
　
　
醇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
谷
　
第
二
號
　
　
一
九
九



　
　
　
　
筑
後
潤
下
流
亭
野
の
開
獲
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
ナ
七
巻
第
二
號
　
　
二
〇
〇

に
至
り
、
溝
渠
は
澱
泥
の
沈
績
に
委
せ
ら
れ
て
、
鯨
程
淺
ま
り
つ
、
あ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

　
之
を
要
す
る
に
、
溝
渠
は
大
古
に
於
て
縮
小
せ
ら
れ
ん
と
す
る
傾
向
に
あ
る
も
の
と
言
ふ
事
が
で
き
よ
う
Q
さ
れ
ど

窮
局
に
於
て
も
、
水
田
の
排
水
に
充
分
必
要
な
る
溝
渠
は
、
之
を
保
存
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
し
、
叉
例
ひ
、
不
必
要

な
る
水
面
と
雄
、
埋
立
つ
べ
き
材
料
を
得
る
事
困
難
な
る
、
此
の
地
域
に
あ
り
て
は
、
一
朝
一
夕
に
之
を
溝
滅
せ
し
む

る
事
は
不
可
能
で
あ
ら
う
。
斯
く
て
過
去
一
千
有
毒
年
に
亙
り
て
望
ま
れ
た
る
之
等
の
溝
渠
は
、
術
依
然
と
し
て
存
績

せ
ら
れ
、
筑
後
川
下
流
準
野
の
特
異
な
る
景
槻
を
維
持
し
て
行
く
も
の
と
思
は
れ
る
。

　
①
　
溝
漁
録
　
佐
藤
信
淵
家
學
全
集
　
上
巻
二
六
九

②
寛
肇
見
録
養
鍋
髪
塵
所
藏
　
　
　
　
　
　
　
　
陶

　
㈲
三
瀦
郡
耕
地
整
理
共
同
會
誌

　
㈱
．
農
村
電
化
の
一
大
事
蹟

　
〔
追
記
〕
　
本
稿
の
草
案
は
昭
和
六
年
↓
叢
叢
大
器
學
科
地
理
專
攻
の
卒
業
論
文
と
し
て
提
出
せ
ら
れ
た
も
の
、
一
部

　
　
で
あ
り
ま
す
。
筆
者
は
此
の
未
熟
な
る
郷
土
の
調
査
が
、
多
く
の
濁
断
と
偏
見
に
充
ち
て
み
る
で
あ
ら
う
事
を
恐

　
　
れ
ま
す
、
郷
土
史
郷
土
地
理
研
究
の
聲
盛
ん
な
る
時
に
當
り
機
先
蜷
の
御
叱
正
を
切
に
願
ふ
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　
術
有
志
諸
賢
は
こ
萬
五
千
分
一
、
佐
賀
北
部
，
同
南
部
、
七
ッ
家
、
久
留
米
西
部
、
朋
犬
塚
、
柳
川
等
の
諸
地
形

　
　
圖
を
墾
照
せ
ら
れ
ん
事
を
希
望
し
ま
す
。
最
後
に
本
稿
を
草
す
る
に
當
っ
て
、
貴
重
な
る
資
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ



た
佐
賀
鍋
島
家
内
一
所
、
久
留
米
篠
由
沸
魁
々
務
所
、
佐
賀
噂
編
岡
爾
懸
軍
…
圖
書
館
を
始
め
、
多
く
の
御
助
言
を
賜
り

し
郷
土
の
先
輩
各
位
に
聾
し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
Q

頁
表
、

三
六
頁

四
七
頁

四
八
頁

　
史

　
鍛

　
　
紙

（
表
題
）

四
行
目

七
行
目

四
九
頁
（
第
八
圓
）

林

第
十
七
窓
　
第
一
號
　
正
誤
表

、
V
、
、
、
、
、
、
、
、
、

菊
地
亭
野
の
開
装
に
就
い
て
（
上
）

へ筑
後
川
下
流
熊
野
の
開
嚢
（
上
）

　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
ユ

の
磯
…
渠
が
特
に
旦
大
な
る
に
…
…
…
…

　
　
へ

の
田
三
鼎
…
…
…
…

撚
〉
團
　
欝
漂
三
伴
蔦
鹸
．
館
壌
㊦
蘭
奪

　
　
　
正

　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

筑
後
川
下
流
亭
野
の
開
嚢
（
上
）

む筑
後
川
下
流
亭
野
の
覇
獲
（
上
）

　
　
　
　
　
　
伽

の
溝
渠
が
特
に
E
大
な
る
に
“
…
：
…
…

　
　
む

の
岡
手
川
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

趣
〉
璽
　
欝
憩
≧
館
蔦
轟
灘
矯
㊦
灘
写

（43）

筑
後
川
下
流
華
野
の
開
嚢

第
十
七
巻
　
第
ご
號
　
　
二
〇
』


